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資料３

普及職員資格試験制度等検討会（第３回）における指摘事項と対応

指摘事項 対 応

【受験資格関係】

○受験資格に係る実務

・指導奨励業務については受験資格に係る実務

とみなさないとのことであるが、病害虫防除 ・意見を踏まえ、

所、家畜保健衛生所においては農業現場にお 「試験研究機関にあっても ・・、

ける技術指導業務を行っている。このような ・・このような場合について

、 」業務などは受験資格に係る実務経験とみなす は 個別に判断することが必要

べき。 と整理。

（３ページ、９～１３行目）・試験場の業務の中でも研究以外の部門（原種

生産部門、企画・交流部門等）は受験資格に

係る実務とみなすのは適切ではないのではな

いか。

・県の自主的普及事業は行政と兼務の可能性も

高いが、実務経験にみなすに当たり基準が必

要ではないか。

【試験方法関係】

○審査基準について ・意見を踏まえ、語句を整理。

・ 知識・技術」と書かれているが 「知識」と （本文及び別紙中の表現を「技術「 、

「技術」の整理が不明確 に関する知識」とした ）。

○専門試験項目について ・意見を踏まえ、Ⅰの２のアの

（イ 「 専門的技術に関する）「

・現行の専門技術員試験のように本人が専門項 知識」の出題方法」において

（４ページ）目をあらかじめ決めた上で試験を受けさせる 整理。

か、現行の改良普及員試験のように出題され

た問題の中から得意分野の問題を選択して受 ・ベースとして必要な農業技術

験させるか。 ・経営に関する知識は、情報

①専門性を高めるためには前者が望ましい。 技術に関する知識も含め、基

（本人にも自覚を持たせられる、審査側か 礎的技術に関する知識として

らも専門別に受けさせた方が出題・審査し 出題。

やすい） ・専門的技術に関する知識につ

②受験資格が早い（若い）段階で与えられる いては、分野をひとつに絞っ

試験であり、あまり早い（若い）段階で自 て選択させる。

分の専門を決めつけてしまうと、のちの活 ・試験項目の設定や選択方法に

動の幅が狭まってしまう（人事的にも回し ついては、これらの意見を踏

にくくなる）ため、試験の段階では専門性 まえてプロジェクトチームで

に関して複数の選択肢を持たせておいた方 具体的に検討。

がよい。
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指摘事項 対 応

・第２回資料２－２にあった 第１グループ 作「 （

目別技術。タテ糸 」と「第２グループ（作）

目横断的技術。ヨコ糸 」から出題し、各グ）

ループから１問ずつ選択させて受験させるの

がよいのではないか 「第１グループ＋第２。

グループ」全体から１問の選択には反対。

・受験資格が早い（若い）段階で与えられる試

験であり、タテ糸、ヨコ糸をどの程度まで求

めることができるか疑問 （専門性を求める。

試験はひとつにしぼり、ベースとなる知識は

必須問題に含めるべきではないか）

・経営の扱いについて

①技術指導に当たり、経営の専門知識が必要

な人が増えているのが実態。経営について

はベースとして必須とすべき。

②経営に関する高度な知識を有する専門家も

必要であり、専門項目とすべき。

・情報・ＩＴに関する専門家も必要ではない ・意見を踏まえ、Ⅰの１の（３）の

か。 ア「基礎的技術に関する知識」に

（ウ 「情報技術に関する知識」）

（３ページ）を位置付け。

「 」スペシャリストを養成する研修

としても考え得る。

（６ページ、下から４行目）

○その他（全般） ・今後、意見を踏まえて検討。

・情報公開の時代となっているので、試験結果

の公表を検討すべき。

【任用資格関係】

・ 無試験任用を行う場合に研修を課す」につ ・意見を踏まえ、Ⅰの３「無試験に「

いては、内容を詰めた上で表記すべき。 よる任用資格」において 「その、

者が、農業等に関する高度な技術

は有しているが、普及指導活動の

経験がない等の場合」に「普及指

導活動の方法等に関する知識を付

与する」ような研修を想定してい

（５ページ）ることを明記。

・ 客員普及員」は県に身分を移した上で「任 ・意見を踏まえ、Ⅰの４「その他」「

用」されるものなのか 「任期付き職員」と として再整理 （ 任期付き職員と。 。「

「客員普及員」は別ではないか。 して採用」の場合を特記 ）。

（５ページ）
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【研修関係】

○研修計画の作成等 ・意見を踏まえ、Ⅱの４「研修計

・県の「主務課」の位置づけは今後多様化する 画の作成」において 「都道府、

と考えられるので、研修計画作成等の主体を 県においては、普及指導員の中

主務課に限る必要はないのではないか。普及 から研修計画の作成、普及活動

職員に対する指導機能を有するスーパーバイ 手法の確立と活用、研修実施、

ザー集団のようなものを位置づけて、研修に 研修効果の評価等に関する担当

対する責任を担わせてもよいと考える。 者を位置づけるなど、効果的・

・研修の計画や評価は普及職員の中から選ばれ 効率的な体制により普及指導員

た担当者が実施した方がよい。 の研修を行うことが重要」と整

（８ページ）・研修、人事、評価まで含めてスーパーバイザ 理。

ー機能を担う組織を位置づけることが望まし

い。

「 」○国と県との役割分担 ・Ⅱの３ 国と都道府県との役割分担

・国と県がやるべきところをもっと詰める必要 において、都道府県の意見を踏まえ

（７ページ）がある。その際、概念的な整理ではなく、普 整理。

及職員や主務課の意見を聞いて、実践的な視

点で整理すべき。

○普及職員の発展段階と資質向上の考え方

・普及事業改革の観点から考えると、提示され

た考え方は、技術水準の高度化、スペシャリ ・意見を踏まえ、Ⅱの１「研修の

ティの発想が弱く物足りない。旧態依然とし 基本的考え方」を整理。

（５ページ）ており 現行の仕組みを並べ替えただけの感、 。

・ 最新技術の研修」が発展段階後半の機能充「

実期のみに書かれており違和感 任用段階 ２ 「普及指導員に求められる機能の。 （

６歳程度）であろうと、熟達者であろうと、 発揮を目的とした研修に主眼」

農家側から見れば同じ普及職員であり、研修

機会は平等に与えるべき。 「現行の改良普及員に不足すると

・普及指導能力や現場でのノウハウは任用後に 指摘されている能力資質の強

順次形成されていくものであろうが、技術能 化、高度化に特に力を入れる」

力は任用段階で既に確立されているべき。

・技術力とコーディネート力は密接不可分。技 「各自の能力資質の状況等に応じ

術に関する研修が先でコーディネートに関す て、自ら必要な能力を強化でき

る研修が後という考え方は間違っている。両 る研修体系とすべき」

要素とも平行して考えるべきであり、初期段

階から同時並行的に研修機会を整えるべき。

・研修すべき項目を整理する必要はあるが、養

成期、機能向上期、機能充実期などと年齢・

経験年数によって発展段階を区分する必要は

ない。養成期とスーパーバイザーの部分だけ

を位置づければ、中間段階は全て一緒にして

よいのではないか。
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○研修のあり方

・普及職員にとっての弱点である農家に接する ・意見を踏まえ、Ⅱの１「研修の

部分の資質強化が必要。 基本的考え方」を整理。

（５ページ）・技術は毎年進歩していくので、刷新は５年ご

とではなく毎年行えるようにすべき。

・スーパーバイザー研修は国が主体になって実 ・Ⅱの３の（１ 「国段階」に 「統一） 、

施した方が効果的と思われる。 的な実施が効果的なスーパーバイザ

（７ページ）ー研修」を明記。

（ ）「 」 、・研修手段は工夫が必要。自己研修、ＯＪＴ、 ・Ⅱの２の ２ 研修方法 に

留学派遣といった研修も大切。派遣先には企 重視すべき研修方法として明

（７ページ）業等も視野に入れるべき。 記。

・調査研究活動を研修として位置づけるべき。

・県の立場からは、長期の研修は人員削減につ ・Ⅱの２の（３ 「研修実施上の留意）

ながるため、短期の研修を繰り返し実施でき 点」に 「必要最小限の日数」と記、

（７ページ）るようにしてほしい。 述。

・研修を単位付けするべきではないか。 ・必要性も含めて、今後検討。

○養成期の研修

・養成期の研修について、対象者は、県の普及

事業に携わっている者だけでなく 試験研究 ・意見を踏まえ、Ⅱの５「将来の、 、

教育、さらには県職員以外の者も考えうるの 普及指導員を養成するための研

で、これらを視野に入れて考えるべき。 修のあり方」として整理

（８ページ）・養成期の研修は大切であり、重視すべき。

・養成期の研修は県だけに任せるべきものでは

なく、国が一定の関与をすべき。

・交付金の対象とならないので、県では実質的

に実施が困難であり、国が行うべき。

○人事交流 ・Ⅱの２の（２ 「研修方法」におい）

・人材育成面で人事交流の果たす役割は大きい て 「県の実情に即して、人事交流、

ので 人事交流についても触れる必要がある 等により普及指導員の能力向上を図、 。

（７ページ）ることも効果的 と記述」 。

（ ）「 」 、○国段階の研修の場 ・Ⅱの３の １ 国段階 において

・国段階の研修の実施主体（現在は、農業技術 国において「国段階の研修を効果的

研修館、生活技術研修館、独立行政法人試験 ・効率的に実施できる体制を検討」

研究機関等）について、整理すべき。 「普及指導員の自発的な研鑽を助長

・普及に関する資料・文献等を集積し、自主研 できるよう・・・研修環境の整備を

修を行うための拠点整備が必要ではないか。 行うことが必要」と記述。

（７ページ）


